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毎
日
新
聞
の
連
載
「
オ
シ
ン
ト
新
時
代
～
荒
れ

る
情
報
の
海
」（
オ
シ
ン
ト
＝
公
開
情
報
を
分
析

し
情
報
を
得
る
手
法
）
で
、
一
月
一
一
日
掲
載
の

札
幌
市
を
舞
台
に
ア
メ
リ
カ
の
極
右
系
陰
謀
論
の

中
核
人
物
「
Ｑ
」
を
追
い
求
め
る
ル
ポ
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。

　
「
Ｑ
ア
ノ
ン
」
と
は
、
正
体
不
明
の
人
物
「
Ｑ
」

が
二
〇
一
七
年
か
ら
投
稿
を
始
め
た
謎
め
い
た
文

章
の
意
図
を
解
読
・
拡
散
す
る
信
奉
者
と
陰
謀
論

そ
の
も
の
を
指
す
。
そ
の
主
張
は
、
世
界
は
米
民

主
党
幹
部
に
よ
る
小
児
性
愛
者
の
デ
ィ
ー
プ
・
ス

テ
ー
ト
（
影
の
国
家
）
に
牛
耳
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
支
配
か
ら
人
々
を
救
う
の
が
共
和
党
の
ト
ラ
ン

プ
前
大
統
領
だ
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
も
の
。だ
が
、

少
な
く
と
も
数
十
万
人
が
熱
烈
に
支
持
し
て
い
る

い
と
言
わ
れ
、
一
九
年
一
一
月
の
米
大
統
領
選
の

結
果
に
不
満
を
持
つ
ト
ラ
ン
プ
氏
支
持
者
が
二
〇

年
一
月
に
連
邦
議
会
を
襲
撃
し
た
事
件
に
も
大
き

な
影
響
力
を
与
え
た
。

　

記
事
は
、「
Ｑ
ア
ノ
ン
」
の
舞
台
と
な
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
匿
名
掲
示
板
「
８
ch
」
の
管
理
人

で
、
陰
謀
論
を
投
稿
し
て
い
た
「
Ｑ
」
本
人
で
あ

る
可
能
性
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
札
幌
市
南
区
在
住

の
ア
メ
リ
カ
人
ロ
ン
・
ワ
ト
キ
ン
ス
氏
に
接
触
を

試
み
、
周
辺
を
取
材
し
た
も
の
だ
。
記
事
に
よ
る

と
、
ワ
ト
キ
ン
ス
氏
は
二
〇
一
六
年
か
ら
札
幌
市

に
居
住
し
て
い
る
。
彼
が
「
Ｑ
」
で
あ
る
と
断
定

で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
世
界
を
揺
る
が
す
陰

謀
論
が
札
幌
市
か
ら
発
信
さ
れ
た
可
能
性
に
は
驚

か
さ
れ
た
。

◇　
　
　
　
　

◇

散 射 韻

く
さ
せ
広
告
料
に
つ
な
が
る
。
一
方
、
ヘ
イ
ト
や

偽
情
報
の
摘
発
に
は
消
極
的
…
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。

　

純
粋
な
儲
け
の
論
理
が
、
自
分
の
意
見
や
興
味

に
合
っ
た
情
報
ば
か
り
を
共
有
す
る
「
エ
コ
ー

チ
ェ
ン
バ
ー
」
現
象
に
拍
車
を
掛
け
、
あ
え
て
放

置
し
て
い
る
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
支
配
す
る
情
報
テ
ッ
ク
企
業

に
よ
り
、
人
々
の
情
報
・
感
情
も
価
格
の
付
く
商

品
と
さ
れ
る
時
代
だ
。
情
報
集
積
は
極
端
化
し
、

活
用
の
是
非
や
安
全
性
を
議
論
す
る
間
も
な
く
、

私
た
ち
の
生
活
・
思
想
に
影
響
を
与
え
る
。
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
購
買
傾
向
を
分
析
し
た
タ
ー

ゲ
テ
ィ
ン
グ
広
告
は
、
や
が
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
言
動

か
ら
有
権
者
の
政
治
的
傾
向
な
ど
を
把
握
し
て
、

よ
り
効
果
的
に
票
を
掘
り
起
こ
す
「
マ
イ
ク
ロ
・

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
」
へ
と
進
化
。
す
で
に
各
国
の

選
挙
で
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、

教
育
の
Ｉ
Ｔ
活
用
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
、
デ
ジ

タ
ル
化
は
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
く
。
無
制
限
の

情
報
収
集
と
独
占
、
儲
け
の
理
論
に
よ
る
感
情
行

動
の
扇
動
が
今
後
、
国
内
で
も
ど
ん
な
結
果
を
招

く
の
か
予
想
が
付
か
な
い
。
そ
し
て
、
情
報
テ
ッ

ク
企
業
は
国
・
行
政
と
違
い
情
報
開
示
の
義
務
も

な
い
。
メ
デ
ィ
ア
側
の
取
材
体
制
も
脆
弱
だ
と
感

じ
る
。

　

ス
マ
ホ
で
な
ん
で
も
で
き
る
時
代
だ
。
だ
が
、

便
利
さ
と
引
き
換
え
に
明
け
渡
し
て
い
る
も
の
は

何
か
。
改
め
て
考
え
た
い
。　
　
　
　
　

＜

隈＞

　

ネ
ッ
ト
上
の
荒
唐
無
稽
な
言
説
を
信
じ
、
客
観

的
な
事
実
よ
り
感
情
が
重
ん
じ
ら
れ
、
自
ら
の
信

じ
た
い
も
の
を
嘘
で
も
信
じ
る
「
ポ
ス
ト
真
実
」

の
時
代
と
言
わ
れ
る
。「
Ｑ
ア
ノ
ン
」
は
ア
メ
リ

カ
の
現
象
で
は
あ
る
が
、
新
聞
部
数
や
テ
レ
ビ
の

視
聴
が
劇
的
に
減
り
、
ニ
ュ
ー
ス
を
ネ
ッ
ト
に
求

め
る
時
代
で
は
、
日
本
で
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ

り
つ
つ
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
巡
り
、
荒
唐

無
稽
な
デ
マ
が
流
れ
、
信
じ
た
人
が
一
定
数
い
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
不
安
を
媒
介
に
し
て
虚
実

入
り
交
じ
る
情
報
が
爆
発
に
増
え
る
状
況
を
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
「
イ
ン
フ
ォ
デ
ミ
ッ
ク
」

と
呼
び
、
日
本
も
そ
の
た
だ
中
に
あ
る
。

　

昨
年
四
月
、
東
京
都
内
の
反
マ
ス
ク
・
反
ワ
ク

チ
ン
の
集
会
を
取
材
し
た
。「
新
型
コ
ロ
ナ
は
存

在
し
な
い
の
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
目
的
に
大
騒
ぎ

し
て
い
る
」「
ワ
ク
チ
ン
に
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

が
入
っ
て
い
て
政
府
に
監
視
さ
れ
る
」「
接
種
す

れ
ば
二
年
後
に
死
ぬ
」「
背
後
に
は
ビ
ル
・
ゲ
イ

ツ
が
い
る
」
―
―
言
葉
を
失
う
主
張
だ
が
、
参
加

者
に
話
を
聞
く
と
、
子
を
思
う
母
親
や
政
府
に
対

す
る
不
信
感
を
率
直
に
語
る
人
々
だ
っ
た
。

　

二
一
年
一
〇
月
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
誤
情
報
対
策
を
担
当
し
て
い
た
元
社
員

が
「
ユ
ー
ザ
ー
よ
り
も
自
社
の
利
益
を
優
先
し
て

い
る
」
と
内
部
告
発
し
た
。
情
報
表
示
の
優
先
順

位
を
決
め
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
怒
り
を
増
幅
し
、

よ
り
私
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ク
リ
ッ
ク
や
拡
散
な
ど

の
行
動
を
起
こ
す
記
事
を
選
ぶ
よ
う
設
定
さ
れ
て

い
る
。
怒
り
の
行
動
が
サ
イ
ト
の
滞
留
時
間
を
長

デジタル化と儲けの理論


